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1. はじめに 
新学習指導要領においては，情報活用能力（情報モラル

を含む）が，言語能力，問題発見・解決能力等と同様に「学

習の基盤となる資質・能力」と位置付けられている。更に，

指導計画の作成にあたっての配慮事項に「生徒の主体的・

対話的で深い学びの実現を図るようにする	こと。その際，

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報と情報	

技術を活用して問題を発見し主体的，協働的に制作や討

論等を行うことを通して解決策を考えるなどの探究的な

学習活動の充実を図ること。」とある。現行科目の「社会

と情報」の中で新学習指導要領の趣旨に沿ったアクティ

ブラーニング型授業の実践を行ってきた。	

	 知識の修得を e-Learning 教材を活用することで効率化
を図り，授業においては主に討論やロールプレイ等を中

心とした授業展開を行うことで，現実の場面でも適切な

行動がとれるようある程度の時間をかけることが可能と

なった。本稿では過去４年間行った実践を報告する。 
 
2. 情報モラル教育の困難な点 
	 小学校段階から情報モラル教育が導入されるように

なり，基本的な知識は身に付けている生徒は多くなっ

てきた。ただ，ICT の発展は非常に早く，新たな機能
やサービスが次々に生み出されているため，対応した

ルールやモラルが確立されていない場合がある。つま

り対処的な知識を身に付けるだけでは不十分である。

新たな場面でも適切な行動が取れるようにしなければ

ならない。 
 
3. e-Learning教材の活用 
	 限られた授業時間の中で，知識や経験に差がある生

徒へ一斉授業形態で情報モラル教育を行うと，理解度

が高い生徒にとっては退屈な時間となってしまう。 
	 一方，情報モラルに関する学習内容は常識的に判断

できる項目もあり，教材を読めば理解できる程度の難

易度でもあるため反転学習との親和性は高い。 
	 使用教材は，日本データパシフィック株式会社の「高

校 INFOSS 2017年度版」である。これは，日本の大学
向けに開発されたLMSである「WebClass」用に提供さ
れている e-Learningコンテンツの一つで，「ネットワー
ク社会で学生が被害を受けない，トラブルを起こさな

いために必要な知識，マナー，法律等を３～４時間程

度の学習で身につけるための e-Learning 教材」(2)	 で，

大学生向け情報倫理教材「INFOSS 情報倫理」の高校
生版である。毎年内容が最新の情報で更新されている。 
	 情報モラルに関する電子教科書的な教材で，構成は

各章共通でハイパーテキスト構造のテキストとイラス

ト，シミュレーション，関連新聞記事の切り抜き，ケ

ーススタディ，チェックテストが含まれている。但し，

動画などの映像教材は含まれていない。スマートフォ

ン向けの画面も用意されているため，自宅でパソコン

を使えない生徒も学習可能である。なお，内容は以下

の通りである。 
 
	 第１章	 利用マナーとアカウント管理 
	 第２章	 ネットワークとコミュニケーション 
	 第３章	 サイバー犯罪 
	 第４章	 セキュリティ技術 
	 第５章	 インターネットの法律 
	 新聞記事集／用語集／困った時の窓口 
 
	 学習効果を測定するために，e-Learning 教材使用前
（６月）にCBT方式による学習前テストを本校の１年
次生全員（321名）に実施した。問題数は30問で 300
点満点である。 
	 平均点は251.3点，最低点は120点。分布は図１。 
 

 
 

図１ e-Learning教材学習前の得点のヒストグラム 

 
	 e-Learning教材学習後（９月）に同じテストを実施し
た結果は以下の通りである。 
	 平均点272.6点，最低点220点。分布は図２。 
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図２ e-Learning教材学習後の得点のヒストグラム 

 

	 平均点で+21.3点，最低点で+100点の上昇が見られ
ると共に，分布が明確に上位へシフトした。 
	 「高校 INFOSS」はLMS上のコンテンツにも関わら
ず，個々の生徒の学習時間の履歴以外の情報は提供さ

れないため，進度についての把握ができない。教材か

らピックアップしたキーワードのチェックリストを事

前に配布し，その記入状況で進捗を把握することにな

った。 
 
4. 授業でのアクティビティ 
4.1 学校向け SNS の活用 
	 見解が分かれるような事柄は，グループ別にディス

カッションさせ，その結果を学校向けSNSに投稿させ，
その書き込みをもとに口頭での発表・説明をさせる。

その後クラス内全員で学校向け SNS 上での意見交換
を行う。 
	 他人の多様な考え方を知ることができるようになる。 
 
4.2 新聞記事データベースの活用 
	 情報モラルに関連する事件や事故等の報道を、新聞

記事データベースを利用して調べてまとめさせる。そ

の後，クラス内で共有すべき内容を口頭で紹介させる。 
	 現実に発生した事件や事故の報道を知ることにより，

適切な行動をしなかった場合のリスクをより身近に感

じることになる。また，新たに生じた問題に気付く切

っ掛けになる。 
 
4.3 まわしよみ新聞作り 
	 「まわしよみ新聞」とは，興味のある新聞記事を切

り抜いたうえで討論しながら壁新聞を作り，話題を共

有するワークショップの一種である。 
	 情報モラルに関連する話題を新聞記事の中から探さ

せて，グループごとにまわしよみ新聞を作らせて，ク

ラス内でまわし読みさせる。これによって新たな問題

に気づき，それらへの適切な対応を考え行動できるよ

うになる。 
 
4.4 ネット依存のスクリーニングテストの活用 

 ネット依存度の診断結果に基づき，⾃⼰の⾏動を客観
的に⾒ることにより今後のセルフコントロールが期待で
きる。また，ネット依存に陥らないための具体的な対策を
話し合わせ発表し合い，学校向けSNS を活⽤することで
アイデアの共有を図ることができる。 
 
4.5 「ひろげよう情報モラル・セキュリティコンクール」へ 

 の応募 

 標語やポスター，４コマ漫画などを創作させる事で，情
報モラル教育の推進者の⽴場に引き込むことができる。 
 
4.6 「創作エディタ」を利用した漫画創作体験 

 他⼈の著作物を使⽤して新たな創作物を作成するとい
う体験を通して，原著作物のライセンス表⽰を理解でき
るようになる。同時にクリエイティブ・コモンズライセン
スの意義を正しく理解し，⾃らも活⽤できるようになる
ことが期待できる。 
 
5. まとめ 
	 共通教科「情報」の必履修単位数はわずか２単位である。

情報モラル教育は，個々の生徒が様々な場面において適

切な行動が取れなければ無意味である。従って，アクティ

ブラーニング型授業がより有効に作用すると考えられる。 
また，ICTの発展により，常に新たな対応も求められる。
「情報」の授業での指導は単位数や実施学年が限られて

いることなどから，限定的なものであると考えるべきで，

高校におけるあらゆる教育活動の中で意識的に行われる

必要がある。 
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